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１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 57,161 1.6 2,630 △13.2 2,956 △10.8 1,984 △10.2

2022年３月期第２四半期 56,284 0.0 3,030 △7.9 3,316 △3.5 2,210 △3.8
(注) 包括利益2023年３月期第２四半期 2,052百万円( △16.0％) 2022年３月期第２四半期 2,445百万円( △7.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 80.28 －

2022年３月期第２四半期 88.29 －

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年３月期第２四半期 92,013 47,109 50.3 1,891.49

2022年３月期 88,559 45,697 50.7 1,816.72
(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 46,325百万円 2022年３月期 44,939百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 11.00 － 14.00 25.00

2023年３月期 － 14.00

2023年３月期(予想) － 14.00 28.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 112,800 1.7 4,100 △8.5 4,600 △9.9 3,000 △9.5 121.34
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 25,690,766株 2022年３月期 25,690,766株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 1,199,372株 2022年３月期 954,284株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 24,722,931株 2022年３月期２Ｑ 25,034,933株
　

（注）期末自己株式数は、株式交付信託が保有する当社株式（2023年３月期２Ｑ 113,800株、2022年３月期
118,800株）が含まれております。また、株式交付信託が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算におい
て控除する自己株式に含めております。（2023年３月期２Ｑ 117,274株、2022年３月期２Ｑ 120,329株）

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあ
たっての注意事項につきましては、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想な
どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、新型コロナウイルス感染症の影響は継続しているものの、経

済活動や消費行動の制限は徐々に緩和され、平常化に向けた動きとなっておりました。しかしながら、ウクライ

ナ情勢に起因するエネルギー価格や原材料価格の急騰に加え、為替相場の円安進行による輸入物価の値上がり等

もあり、経済の先行きは依然として不透明なまま推移いたしました。

当社グループが主軸をおく低温食品物流業界におきましては、ライフスタイルの変化を背景として冷凍・冷蔵

食品の貨物需要は底堅いものの、コロナ禍からの回復程度にばらつきがあり、外食機会の減少により落ち込んで

いた業務用食品の荷動きは回復してきた一方で、インバウンド需要の回復はまだまだ見込めないなど、本格的な

需要回復には至らない状況が継続することとなりました。

このような食品需要の急激な変化の中、当社グループは今年度より新たな中期経営計画を策定いたしました。

基本方針として「新たなコールドチェーンのニーズをつなぐ持続可能な低温物流の実現」を設定し、当社グルー

プが誇るチルド・フローズン物流を通じ、食のライフラインの維持と豊かな社会の実現を達成するための効果的

な施策を実施してまいります。収益の拡大施策といたしましては、成長著しいＥＣ関連の食品物流事業への取り

組みを開始し、医薬品物流においては、着実に輸配送実績を積み重ねることで更なる業容拡大を図ってまいりま

した。しかしながら、想定を上回るエネルギー価格の高騰の継続により、主に冷凍・冷蔵倉庫で使用する電気料

金や輸配送トラックで使用する燃料費が大幅な増額となり、利益を押し下げる結果となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、営業収益は57,161百万円(前年同期比1.6％

増)、営業利益は2,630百万円(前年同期比13.2％減)、経常利益は2,956百万円(前年同期比10.8％減)となりまし

た。また、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、1,984百万円(前年同期比10.2％減)となりまし

た。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①ＴＣ事業（通過型センター事業）

コロナ禍によって落ち込んだ需要の回復が遅れている顧客の物量は低迷が続く一方で、テレワークの浸透や購買

行動の変化を主因としていた都心エリアのコンビニエンスストア関連の物量低下は徐々に回復し、新たな物流施設

の開設に伴う新規業務・新規取引先の獲得等も加わり、営業収益は36,808百万円(前年同期比1.0％増)となりまし

た。

　セグメント利益につきましては、自社車両を活用した配送効率化の推進は継続しているものの、原油価格の上昇

に伴う燃料費の増加や新規施設の稼働に伴う減価償却費等の固定費の増加などにより、2,149百万円(前年同期比5.1

％減)となりました。

②ＤＣ事業（保管在庫型物流事業）

既存事業における物流再編の影響により減収となった顧客はあったものの、外食機会の回復により業務用冷凍食

品の物量は回復し、市販用冷凍食品の物量も堅調に推移したことや、新たな物流施設の稼働に伴う新規業務の受託

等によって収益を確保し、営業収益は19,449百万円(前年同期比2.5％増)となりました。

　セグメント利益につきましては、再保管在庫の減少による外注費の削減はあったものの、エネルギー価格の高騰

による電気料金や燃料費の上昇、新規施設の稼働に伴う減価償却費等の固定費の増加などにより、2,533百万円(前

年同期比7.9％減)となりました。

③その他

警備輸送業・病院等関連物流業・人材派遣業・保険代理店業等により営業収益は903百万円(前年同期比2.9％増)、

セグメント利益は85百万円(前年同期比0.6％減)となりました。
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（２）財政状態に関する説明
(資産)

資産につきましては、前連結会計年度末に比べ3,454百万円増加し、92,013百万円となりました。

主な増加は「現金及び預金」2,807百万円、「建設仮勘定」2,413百万円であり、主な減少は「建物及び構築物

（純額）」715百万円、「リース資産（純額）」826百万円によるものであります。

(負債)

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ2,043百万円増加し、44,904百万円となりました。

主な増加は「長期借入金」2,902百万円であり、主な減少は「退職給付に係る負債」1,522百万円によるものであ

ります。

(純資産)

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,411百万円増加し、47,109百万円となりました。

主な増加は「利益剰余金」1,636百万円であります。

以上の結果、自己資本比率は50.3％となりました。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
2023年３月期の通期連結業績予想(2022年４月１日～2023年３月31日)につきましては、2022年５月10日に公表い

たしました連結業績予想の数値から修正を行っております。当該予想数値の修正に関する事由につきましては、

2022年10月14日に発表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

なお、業績予想につきましては、当社グループが現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,755 8,562

営業未収金 11,265 11,669

原材料及び貯蔵品 283 278

その他 1,649 1,296

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 18,952 21,805

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,438 22,722

機械装置及び運搬具（純額） 5,754 5,221

土地 20,748 20,889

リース資産（純額） 7,673 6,847

建設仮勘定 930 3,343

その他（純額） 246 262

有形固定資産合計 58,792 59,287

無形固定資産 706 733

投資その他の資産

投資有価証券 4,194 4,120

長期貸付金 124 117

繰延税金資産 3,353 3,348

その他 2,452 2,617

貸倒引当金 △16 △16

投資その他の資産合計 10,107 10,187

固定資産合計 69,606 70,208

資産合計 88,559 92,013
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 4,562 4,454

1年内返済予定の長期借入金 2,738 3,098

リース債務 1,753 1,588

未払法人税等 1,002 890

賞与引当金 2,228 2,190

役員賞与引当金 77 43

その他 4,133 4,718

流動負債合計 16,497 16,985

固定負債

長期借入金 9,261 12,164

リース債務 6,418 5,765

繰延税金負債 218 185

再評価に係る繰延税金負債 404 404

退職給付に係る負債 7,289 5,767

株式給付引当金 89 101

資産除去債務 2,157 2,123

その他 524 1,407

固定負債合計 26,363 27,918

負債合計 42,861 44,904

純資産の部

株主資本

資本金 4,000 4,000

資本剰余金 5,646 5,646

利益剰余金 35,985 37,622

自己株式 △1,466 △1,757

株主資本合計 44,165 45,511

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 705 612

土地再評価差額金 35 35

為替換算調整勘定 △11 153

退職給付に係る調整累計額 43 12

その他の包括利益累計額合計 773 813

非支配株主持分 758 784

純資産合計 45,697 47,109

負債純資産合計 88,559 92,013
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業収益 56,284 57,161

営業原価 51,254 52,471

営業総利益 5,029 4,689

販売費及び一般管理費 1,999 2,059

営業利益 3,030 2,630

営業外収益

受取利息 9 10

受取配当金 41 46

受取賃貸料 31 31

持分法による投資利益 62 50

為替差益 126 238

補助金収入 3 6

その他 140 87

営業外収益合計 415 470

営業外費用

支払利息 119 122

その他 10 21

営業外費用合計 129 144

経常利益 3,316 2,956

特別利益

固定資産売却益 25 2

特別利益合計 25 2

特別損失

固定資産除売却損 23 7

減損損失 - 89

投資有価証券売却損 0 -

特別損失合計 23 97

税金等調整前四半期純利益 3,317 2,862

法人税、住民税及び事業税 1,191 827

法人税等調整額 △110 26

法人税等合計 1,080 854

四半期純利益 2,237 2,007

非支配株主に帰属する四半期純利益 26 22

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,210 1,984

　



株式会社Ｃ＆Ｆロジホールディングス(9099) 2023年３月期 第２四半期決算短信

7

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 2,237 2,007

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 158 △93

為替換算調整勘定 39 169

退職給付に係る調整額 2 △32

持分法適用会社に対する持分相当額 7 1

その他の包括利益合計 207 44

四半期包括利益 2,445 2,052

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,416 2,024

非支配株主に係る四半期包括利益 28 28
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,317 2,862

減価償却費 2,726 2,659

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 98 △37

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 122 △1,568

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △21 △34

株式給付引当金の増減額（△は減少） 20 20

受取利息及び受取配当金 △51 △56

支払利息 119 122

減損損失 - 89

持分法による投資損益（△は益） △62 △50

為替差損益（△は益） △126 △238

固定資産除売却損益（△は益） △1 5

投資有価証券売却損益（△は益） 0 -

売上債権の増減額（△は増加） △334 △388

棚卸資産の増減額（△は増加） △5 4

仕入債務の増減額（△は減少） 22 △108

未払金の増減額（△は減少） △174 1,315

未払消費税等の増減額（△は減少） △521 519

その他 402 468

小計 5,532 5,584

利息及び配当金の受取額 48 55

利息の支払額 △119 △123

法人税等の支払額 △1,235 △942

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,225 4,574

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,540 △3,440

有形固定資産の売却による収入 128 7

無形固定資産の取得による支出 △126 △21

資産除去債務の履行による支出 - △48

投資有価証券の取得による支出 △7 △7

投資有価証券の売却による収入 3 0

貸付けによる支出 △9 △12

貸付金の回収による収入 13 15

その他の支出 △33 △198

その他の収入 28 37

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,542 △3,669
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △800 -

長期借入れによる収入 4,200 4,900

長期借入金の返済による支出 △1,455 △1,638

リース債務の返済による支出 △833 △795

自己株式の取得による支出 △0 △300

配当金の支払額 △276 △347

非支配株主への配当金の支払額 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 832 1,815

現金及び現金同等物に係る換算差額 43 86

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 558 2,807

現金及び現金同等物の期首残高 7,403 5,755

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,962 8,562
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2022年９月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式250,000株の取得を行っております。この結果、

当第２四半期連結累計期間において、自己株式が300百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自己株

式は1,757百万円となっております。

（追加情報）

（取締役等に対する業績連動型株式報酬制度）

当社は、取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）及び執行役員ならびに子会社の取締役

（社外取締役を除く。）（総称して「取締役等」という。）へのインセンティブプランとして、2020年度から業

績連動型株式報酬制度（以下、「本制度」という。）を導入しております。

（1）取引の概要

本制度は、取締役等への報酬が当社株価に連動することにより、当社の中長期的な企業価値向上へのインセ

ンティブとして機能するとともに、当社株主と利害を共有できる報酬制度であります。具体的には、株式交付

信託を採用しております。あらかじめ株式交付信託により当社株式を取得し、当社が取締役等に付与するポイ

ントの数に相当する数の当社株式が取締役等に対して交付されます。

（2）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。

なお、自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度215百万円、118,800株であり、当第２四半期連結

会計期間206百万円、113,800株であります。また、上記株式報酬の当第２四半期連結会計期間における負担見

込額については、株式給付引当金として計上しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

ＴＣ事業 ＤＣ事業 計

営業収益

顧客との契約から

生じる収益
35,889 18,943 54,833 877 55,710

その他の収益(注)２ 537 36 573 － 573

外部顧客に対する

営業収益
36,426 18,979 55,406 877 56,284

セグメント間の内部

営業収益又は振替高
156 76 232 279 512

計 36,583 19,055 55,639 1,157 56,796

セグメント利益 2,265 2,751 5,016 86 5,102

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備輸送業・病院等関連物流業・

人材派遣業・保険代理店業等を含んでおります。

　 ２．その他の収益は、「リース会計に関する会計基準」の範囲に含まれる賃貸料収入等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 5,016

「その他」の区分の利益 86

セグメント間取引消去 △72

全社費用(注) △1,999

四半期連結損益計算書の営業利益 3,030

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

ＴＣ事業 ＤＣ事業 計

営業収益

顧客との契約から

生じる収益
36,256 19,420 55,677 903 56,580

その他の収益(注)２ 551 29 580 － 580

外部顧客に対する

営業収益
36,808 19,449 56,258 903 57,161

セグメント間の内部

営業収益又は振替高
205 75 280 241 521

計 37,013 19,524 56,538 1,144 57,683

セグメント利益 2,149 2,533 4,683 85 4,768

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備輸送業・病院等関連物流業・

人材派遣業・保険代理店業等を含んでおります。

　 ２．その他の収益は、「リース会計に関する会計基準」の範囲に含まれる賃貸料収入等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,683

「その他」の区分の利益 85

セグメント間取引消去 △79

全社費用(注) △2,059

四半期連結損益計算書の営業利益 2,630

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「ＴＣ事業」セグメントにおいて、リース資産等の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては89百万円であります。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

　


